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Ⅰ、緒言 

 介護現場において、非常勤職員の割合は徐々に増えてきており、2012 年に財団法人介護労働

安定センターが行った「事業所における介護労働実態調査」によると、介護サービス従事者の就

業形態を調査した結果、総合計は常勤職員が 45％、非常勤職員が 54％と介護事業所による非

常勤職員の割合は、常勤職員の比率を上回っている。また、介護職の離職率は雇用形態別にみ

ると常勤職員が 15.5％に比べ、非常勤職員は 23.2％となっている。これは、介護現場において非

常勤職員が増え、同時にその離職率が高いということが示されている。このような頻繁に職員が入

れ替わる職場では、質の高いサービスを提供することが難しい。雇用形態が違う以上、立場によっ

て求めている職場環境というものは違うのではないだろうか、それを議論せずに雇用の多様化が進

んでいるために情報共有を円滑に行うことのできる職場環境を作ることが難しいと筆者は考える。

そのため、非常勤職員が介護職として意欲的に活動できる職場とはどのような職場なのかを探るこ

とを目的とする。 

 

Ⅱ、研究方法 

調査対象者は、介護老人福祉施設にて介護に携わっている非常勤職員の中で、介護経験が 3

年以上あり、職場で介護に対して最も意欲的（これからも介護職を続けていきたい、技術を高めた

い等）な姿勢で取り組んでいる方 10名を対象とした。桜美林大学の倫理審査委員会の承認（承認

番号 14025）を得たうえで、介護老人福祉施設の施設長より、調査対象者の紹介を受け、同意を

得られた 10 名に対し、半構造化面接による個別インタビューを行った。 

内容を分析するにあたって、IC レコーダーに録音されたデータを文字化した逐語録を作成し、

データの分析には、木下による修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチを用いて行った。 

 

Ⅲ、結果 

10 名分の逐語記録から、30 の概念を生成し、それらから 11 のサブカテゴリ―、7 つのコアカテ

ゴリーを生成した。分析の結果から、【非常勤で介護の仕事に就く】から【介護を続ける上での困難】

に直面する。その解決策として【職員の個人的要因】だけでは介護に対する気持ちが続かない。そ

のため【良い職場環境】との相互作用が必要であり、その相互作用によって【仕事に対する肯定的

な考え方】に対する意志が強くなる。そして、【一人の介護職として自信がつく】に到達し、【専門性

向上への意欲】へと結びついて行く、というストーリーラインに至った。 

 

Ⅳ、考察 

非常勤職員はその立場から差別感や孤独感を感じる環境に置かれているということがわかった。

そのため、介護の仕事に対して前向きになれない悩みを抱えている。その解決のために職場環境

を整えていくことが重要である。 

今回の結果から得られた具体的な方法については、「担当利用者を持つこと」、「職務改善のた

めの委員会や係に参加できること」、「仕事に対する発言権が平等であること」、「上司が個別に話

す機会を定期的に作ること」であり、部分的な役割を非常勤職員に対して求めるのではなく、常勤

職員と同様に仕事の機会を与え、困難が生じた際に直属の上司が補填するなどの協力体制を整

備しておく必要性が示された。 
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